
教育等の継続的な改善 
 
＜今回の改善事項＞ 
（１）筆記試験（下図①）の再実施 

   今回の反省を踏まえ、試験項目を追加した筆記試験を、全員に再度実施する。筆記試

験は分析作業員を最初に行い、その後、運転要員、保守要員、放射線管理と順次実施す

る。 
  追加する試験項目は例えば分析作業員の場合、 
  ・実試料を使用した試料の特性（プルトニウムの化学形態による色や性状の相違等） 
  ・試料の焼付け状態への量、濃度等による影響  
  ・αシンチレーションカウンタ、αスペクトロメータ等の検出器の原理及び特性 
  等である。 
（２）現場での実技技能確認の追加（下図②） 
   運転要員・保修要員・放射線管理要員・分析作業員について、手順書に基づき実際の

操作・作業ができることを、現場で試験官が確認する。 
（３）更新制の新たな導入（下図③） 
   技術・技能の維持・向上を目的に、認定された資格は定期的に更新する。 
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認定申請 

申請内容確認 

①筆記試験 

合格 

再試験 

面接試験 再試験 

再処理事業部長による認定 

※ 統括当直長・当直長・監督級のみ 

認定委員会による審査 

技術･技能確認 

再申請 

不合格

不備

不合格

技術・技能認定制度 

（運転要員・保修要員・放射線管理要員・分析作業員） 

合格 

更
新

②現場での実技技能確認 

③ 

※ 

力量と技量の確保（教育・訓練） 

・（独）日本原子力研究開発機構 

での操作訓練 

・AREVA NC UP3での操作訓練 

・BNFL  Thorpでの操作訓練 

・（株）青森原燃テクノロジー 

センターにおける研修（共通教育、

施設別専門教育） 

・保安訓練シミュレータによる操作訓練

・保安教育 

・品質保証、コンプライアンス、 

 安全文化の各教育      等 

別 紙 

合格 

再試験 

不合格


